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腸 内 細菌 か らVibPtieへ のR因 子 の 伝 達 に つ い て は

BARONら1)(1961)はSalmonellatyphiか らVibγio

choleraeへ,KUWABARAら2)(1963)はShigellafiex-

neriか らVibriecholeraeとEITorvibrioへ の 伝 達

を報 告 した 。 そ の 後,阿 部 ら3)(1966)はShigeXlafiex-

neriか らAeromonas,お よ び 非凝 集 性(NAG)17ribrio

へ も接 合 に よつ てR因 子 が 伝達 され る こ とを報 告 し,さ

らに阿部 ら4)(1966)はEscherichiaceliか らVibrio

への伝 達 実験 を 行 な い,Vibrioも 腸 管 内 で 因 子・を うけ

とる可能 性 は 十 分 に あ る が,一 般 にVibrio菌 体 内 のR

因子 の維 持 は不 安 定 で あ るた め腸 内 細 菌 の よ うに 安 定 し

た高度 多剤 耐 性 株 の 生 ず る こ とは 少 な い で あ ろ うと推 察

した。 しか しそれ と 時 期 を 前 後 してKUWABARAら9)

(1966)は,PhilipPine分 離 のEITorvibrieか らTe-

tracycline(TC),Chloramphenicol(CP),Streptomycin

(SM)に 対 して単 剤,あ るい は2剤,3剤 耐 性,さ らに

多剤 耐性 株 も発 見 し,こ れ まで試 験 管 内 で,そ の 可 能性

を予 測 して きた こ とが現 実 の 問題 とな つ た の で あ る。

一 方Vibrio属 に含 まれ て い るVibrioParahaemely・

ticusの 薬 剤感 受 性 成績 は ,宮 村 ら6)(1966),お よ び 善

養寺 ら7)(1966)に よつ て 報 告 され,私 た ち8)の 成 績 で も

TC・CPに 耐 性 の 株 は 発 見 さ れ ず,ま た17ribrioPara-

haemolyticusへ のR因 子 の 伝 達 実 験 の 報 告 も な さ れ て

いない。 私 た ち は,R因 子 を もつEscherichiacoliか

らVibriOParahaemolytiCUSお よ びVibrioagginoly一

勧 ㈱ へ 接 合 に よつ て耐 性 が 伝 達 され る こ とを 実 証 で き

たの で,そ の あ ら ま しを報 告 す る。

実 験 方 法

1)供 試 菌 株:Donorと し て は 患 者 か ら分 離 した

Escherichiacoli60-R4株 とE.celi62-R4株 の2株

(TC,CP,SM,SAの4剤 耐 性)を,Recipientに は 次 の

25株 を用 い た 。VibγioParahaemolyticusは 横 浜 検 疫 所

で1966年 に 患 老 か ら分 離 した10株(N1,N2,N3,N

N4,T8,N9,N10,N11,N12,N13)と 東 京 都 立

衛生 研究 所(都 衛 研)分 離 の10株(T2079,T2090,

T2091,T2092,T2106,T2132,T2144,T2164,T

2174,T2189),yibriealginolyticessは 都 衛 研 分 離 の5

株(T124,T131,T151,T168,T271)の 使 用 した ほ

か,対 照 と してVibriocholeraeVC90'株(1961年 分

離i)を 用 い た。 再 伝 達 実 験 のRecipientに.はShigella

flexneriMZ株,SalmenellatyPhi田 口株,Eseherichia

coliNoユ2株 を 使 用 した 。

2)耐 性 伝 達 実験:Donorお よびRecipient菌 株 は,

それ ぞれ1%NaCl加brothで3代 継 代 培 養 を 行 な つ

た の ち,同 一brothの1夜 培 養 菌 液 を そ れ ぞれ1mI

つ つ 混 合 した 。20時 間37℃ に 静 置 した の ち 混 合 菌 液

の全 量 をCP5mcg/m1加TCBS培 地 平 板10枚 に コ

ソ ラ ー ジ棒 で 塗 抹 し,37℃48時 間 培 養 後,発 生 した 全 集

落 を 釣 菌,同 培 地 で 再 分 離 して か ら3%NaCl加Heart

infusion(HI)agarを 使 用 して 腸 菌 班 法 で耐 性 度 を測

定 し,同 時 に 生 物 学 的 諸 性状 を検 査 して菌 種 を 確 認 し

た。

3)再 伝 達 実験:耐 性 を うけ とつ たV.Parahaemoly-

ticusお よびV.alginolyticusか ら感 受 性 のSh.flexneri.

Sal.tyPhiお よびE.coliへ の 耐 性 再 伝 達 実 験 は,1次

伝 達 実験 と同 じ手 順 で 行 な つ たo選 択 培地 はRecipient

がSh.fiexneriとSal.tyPhiの 場 合 はCP5mcglmlを

加 え た1%Sucrose加SS培 地 を,E.coliの 場 合 は.

CPsmcglml加EMB培 地 を 使 用 し,DonorとReci-

pientの 混 合 菌 液 の0.1mlを1平 板 に そ れ ぞ れ5枚 つ

つ塗 抹 した 。

4)継 代 に よ る耐 性 の脱 落:再 分 離 培 地 に 発 育 した 耐

性 集 落 を釣 菌 し,3%NaC1加broth37℃,24時 間 培

養 菌 液 の1白 金 耳 を5m1の 同一brothに 接 種 して 継

代 を く りか え した。 各継 代 ともbr。th培 養 菌 液 を 原液

と して10"ま で 段 階 希 釈 し,そ れ ぞ れ の 希釈 液に つ い

て3%NaC1加HIagarを 使 用 して 腸 菌班 法 で 耐性

度 を 測定 し耐性 菌 数 の 消長 を 推 定 した 。

実 験 成 績

1)耐 性 伝 達 の頻 度:CPsmcg/ml加TCBS培 地 を

選 択 培 地 に 使 用 して実 験 を 行 な つ た と ころ(Table1),

V・Parahaemolyticusは20株 の うち,DonorがE.coli
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TablelFrequenciesoftransπ1issionofmultiple

drug-resistancefromresista!ltE.eolito

sensitiveγ,Parahaemo砂ticusandV㌦

a'9伽o砂 擁ご駕s

Recipientstrain

v.

ρ〃 σ加 θ・

Nll

N12

T2106

T2164

molyticusiN1,N2,N3,

(2・strains)臨N8瀞

T2090,T2091,

T2132,T2079,

T2092,T2144,
T2174,T2189,

1コだご駕s

(5straills)

凱噸姻 T168

T131,T151
T124,T271

Donorstrain

紺1謝
0.75×10-8*

0

0.13×10-8

0

0

ト75× ・・-8

0

0

1.38×10F8

2.5×10-6

4.b×10-8

0

0

0

v・ch・ierael VC90 3.0×10-7i1、5×10-7
1

*Transmissionfrequencieswerecalculatedby

numberofrecipientcellsrecceivingRfacter

totalnumberoftherecipientcells

60-R4株 の 場 合,N11株 とT2106株 の2株(10%)に

0.13～0.75×10-8の 頻 度 で,ま た,Donorが.E.coli

62-R4株 の 場 合 はN12株 とT2164株 は1.38～4.5×

ユO"8,T2106株 で は2・5×10一6の 頻 度 で3株(15%)に

耐 性 集 落 が 出 現 した。V.alginolyticusは5株 の うち,

E.oo3'60-R4株 がDonorの 場 合 に だ けT168株 び1.75

×10一8の 頻 度 で 耐性 集 落 が 出 現 した だ け で あ つ た。 対

照のV.choleraeVC90株 ではいつれがDonorの 場合

でも10-7の 頻度で伝達が行なわれた。

2)伝 達菌の耐牲度:実 験に使用したV.Parahaemo・

lyticusお よびV.alginolyticusはSMとSAに は自然

耐性であるため,TCとCPに 対する耐性を測定して伝

達を確認した。選択培地に発育 したすべての集落を釣菌

してしらべた ところ(Table2),V.ParahaemolyticusOX

集落の違いに よる耐性度の差が大きく,TCに 対 しては
へ

100mcg/mlの 高 度 耐 性 の 集 落 もN12株 に1コ 出 現 し

た が,他 の菌 株 で は80.0%以 上 の 集 落 は5～10mcg/

m1の か な り低 い耐 牲 を示 し,ま たT2106株 とT2164

株 で はCPに 耐 性 でTCに は 感 受 性 の 集 落が20.0%

出現 した。CPに 対 して は70.0%以 上 の 集 落 は25～

50mcg/m1の 耐 性 を示 した が,N12株 とT2164株 で

は100mcg/m1の 高 度 耐 性 の集 落 も各1コ つ つ 認 め ら

れ,ま たT2164株 とT2106株 に は5～10mcg/mlの

か な り低 い 耐 性 を 示 す 集 落 が26.0～30.0%出 現 した。

V.alginolyticusで はTCに10～25mcglml,CPに は

50～100mcg加1の 耐 性 で あ つ た 。v.choleraeはTC

に10mcg/m1,CPに は、25～50mcglml,SMに は50

～100mcg加1の 耐 性 を 示 した。 以 上 の 成 績 か らDonor

と同 等 の耐 性 度 を示 す 集 落 はV.ParahaemolyticusN12

株 に1コ 出現 した だ け で,一 般 にRecipientの 耐 性 度

はDonorよ りもか な り低 い こ とが わ か つ た。

3)再 伝 達 実 験:耐 性 伝 達 を う け たV.Parahaemo・

lyticusお よびV.alginolyticusの 各 菌 株 を,1菌 株 につ

い て そ れ ぞ れ2コ の集 落 をDonorと して 再 伝 達 実験 を

行 な つ た と こ ろ(Table3),Sh.fiexneriMZ株 で は

DonorがV.ParahaemolPtticusT2164-・R4株 の 場 合は

1.O～2,0×10}7の 頻 度 で,DonorがV.alginolyticus

Table2 DegreeofdrugイesistancesofstrainsofV.parakaemolpficusandV.alginoty彦icusafter

receivingRfactorfm】mresistantE.celi

Recipientstrain

beforetransmission

TclcplSM

y.ρ αγσ加emo一

砂 批 駕3

V.alginolyticus

V.cholerae

N11(1)*

N12(2)

T2106(1)

}T2106(2)

T2164!2)

T168(1)

VC90(1)

VC90(1)

0。78**

0.78

0.78

0.78 t
O.78

}・ ・39

1.56

1.56

0.78

0.78

0.78

100

100

100

100

{
0.78

100

5

aftertransmission

TC

10

10-100

5

5-10

5-25

10-25

AU

O

雫
ム

霊
工

CP

25-50

50-100

10

5--25

10-100

15・ 一…

25-50

50

SM

100

10e

lOO

100

100

100

50-100

50-100

蓼

*(1):donorE.coli60R4(2):donorE.coli62Rs

**Eachfigureindicatesthesensitivitytotheappropriateantibioticintermsofmcgperml.
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Table3 Retransmissionfrequenciesfro】mresistantizedstrains◎fy.」parahaemotyticusand

V.alginol=ソticustosensitivestrainsofSh.ノiexneri,Sal.tyl)hiandE.coli

Denorstrain Recipientstrain

Species Strains

Degreeofdrug
reslstances

Sh.nex. Sal.彦yPhi E.coli

TC
(mcg/m1)

CP

〈mcg/m1)
Transmissionfrequency

γ.ρσ7α加 働o酬 ご駕s

N11-Rぺ1

N11-R4-2

N12-R4

T2106-R4-1

T2106-Rヂ2

T2164-Rべ1

T2164-Rぺ2

0

0

0

0

0

5

Fり

ー

「
占

剛⊥

ー

イ⊥

9
臼

2

50

50

50

25

25

100

100

0

0

0

0

0

1,0×10榊7

2。0×10轍7

AU

AU

《U

(
U

{り

《U

ハU

0

0

0

(U

《U

O

O

一

肱6㎏ 痂oJy伽 μs
T168-R44

T168-Rべ2

25

25

50

100

0

7,0×10-6

0

0

0

0

V.cholevae VC90-R4 10 50 0 1.5×10-7 0

Table4 Degreeofdmg-resistancesofrecipientsofthere宅ransmissionafterreceivingRfactor

fromresistantized7.pavaha伽o砂ticus

Recipent

Sh.fiexneγiMZ

Sal.tyPhiTaguchi

Donor

T2164-Rl-1

T2164-Ra-2

T168-R472

VC90-R4

◎riginalsenSitivities

TC

0.13

CP

1.25

SM SA

5 1000

afterretransmission

0.31 1。25

TC

凄

100

100

100

10 1000

鼎.}

100

CP

100

100

100

100

SM SA

100

100

100

ユ00

1000

1000

1000

1000

TC,CP,sM:mcg/m1,SA.mg%

Table5 Spontaneoussegregationoftransmittedresistancesofresistantizedvibrio

successivetransfersindrug-freenutrientbroth

strainsduring

Strain

v.Parahaemolyticus

v.alginolyticus

V.cholerae

Sh.flexneyi

N11-Ra

N12-R4

T2106-R4

T2164-R4

T168--R4

VC90-R4

MZ-R4

Contre1

107

107

107

107

107

107

107

Drug

C

P

C

P

C

P

C

P

T

C

T

C

T

C

T

C

C

P

T

C

C

P

T

C

C

P

T

C

Numberofresistantcellsineachsu『bculture

1

1伊

10z

loo

loi

loo

102

103

104

ユos

103

103

103

107

107

2

10④

100

103

102

102

103

102

103

3

100

100

100

1ei

100

101

107

107

4

10③

100

5

107

107

10

107

107
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T168-R4株 の場 合 は7.0×10-6の 頻 度 で 再 伝 達 され た

が,そ の他 のDonorで は 再 伝 達 集 落 は 認 め られ な か つ

た 。 再 伝 達 を したDonorの 耐 性 度 は いつ れ も,TCに

25～50mcg/ml,CPに は100mcg/m1の 比 較 的 高い 耐 性

で,再 伝 達 の 行 な わ れ な か つ たDon◎rで はそ れ よ り も

か な り低 か つ た。Sal.tyPhi田 口株,お よびE.celiNo.

12株 で は,い つ れ のDonorで も再 伝 達 集 落 は 出現 しな

か つ た が,IZ.cholevaevcge-R4株 がDenorの 場 合 に

はSal.tyPhi田 口株 に1.5×10-7の 頻 度 で 再 伝 達 が 行

なわ れ た。

再 伝 達 さ れ たSh.fiexneriMZ株 の 耐 性 表 現 はTC,

CP,sMに 対 して,す べ て100mcg/m1の 高 度 耐性 を示

し(Table4),再 伝 達Donorの 耐 性 度 よ りも高 く,1次

伝 達 のDonorと 同 等 の耐 性 度 を 示 した 。

4)伝 達 株 の 継 代 に よ る 耐 性 の 脱 落:E.celiか らR

因 子 の伝 達 を うけ たV.ParahaemelytiCUSお よ びV.

alginolyticusの 耐 性菌 数 の 消 長 を 各 継 代 ご と に.段 階 希

釈 法 に よ つ て し らべ た と ころ(Table5),無 薬 剤培 地 で

は10-7ま で発 育 す る の に 対 して,TCあ る い はCP加

培 地 に は,V.ParahaemolyticusのN11-Ri株,N12-

R4株,お よびT2106-R4株 で は1代 継 代 で10-2～10。

まで よ り発 育 せ ず,耐 性 菌 数 は1/10s以 下 に減 少 し,3

代 継 代 で 耐 性 菌 は す べ て 消失 した。T2164-R4株 で は1

代 継 代 で 耐 性 菌 数 は11103以 下 に 減 少 し,4代 継 代 で す

べ て 感 受 性 化 した。V.alginolyticusは1代 継 代 で 耐 性

菌 数 は1/102～1/103に 減 少 し,5代 継 代 で す べ て の 耐

性菌 が 消 失 した 。

V.Parahaemolyticus-R4株,お よびV.alginolytieus-

R4株 か ら耐 性 再 伝 達 され たSh・"exneriMZ株 は10代

継 代 して も耐 性 菌 数 の 減 少 は 認 め られず 初 代 と同 等 の 高

度 耐 性 を維 持 した。

考 察

私 た ち は3・a).こ れ ま でに 腸 内細 菌 のR因 子 がVcho-

lerae,EITorvibrioお よびNAGVibrio,さ らにAero・

monasに も伝 達 され る こ と を報 告 した が,今 回 の 実 験

ではV.PaγahaemolytiCUSお よ びV.alginelytiCUSに も

R因 子 が伝 達 され る こ とを 確 認 し た 。 宮 村 ら6),善 養 寺

ら7),お よび 私 た ち8)の 成績 で は 近 年 分 離 さ れ たV.Pa-

riZhaemolyticusお よび 肌 σ18勿o醜 伽sの 多数 の菌 株 は

SMとSAに は 耐 性 を 示 す がTCとCPに はす べ て 感

受 性 で あ る。 本実 験 で はTCとCPをmarkerに し,

CPで 選 択 して 行 な つ た 。

耐 性 伝達 はDonorとRecipientの 組 合せ に よつ て異

な り,V.Parahaemolyticusは20株 の うちDonorの 違

い に よつ て10～15%の 菌 株 に 伝 達 さ れ,ま たV.algi・

nolyticusで は5株 の うち1株 に 伝 達 され た だ け で,伝

達 の確 率は,KUWAHARA2)ら の 報 告,さ ら に 著 者 ら

の3,4)Sh,flexneriか らAeγomonas・ お よ びNA愈

γibrieへ の伝 達 実 験,お よびE、coEか らVibrioへ の

伝 達 実 験 よ りも著 る し く低 か つ た。 伝 達頻 度 は10"6が

株 だ け で,他 はす べ て10-8の レベ ル で,著 者 ら4)のE.

coliか らVibrieへ の伝 達 頻 度 とほ ぼ 同 じで,TCBS培

地 を 選 択 培 地 に使 用 した た め この 程 度 の頻 度 に な った も

の と考 え られ る。TCBS培 地 はIZibrioの 最 も強 力な選

択 培 地 で,小 林 ら9),お よび 桑 原 は10》非 選 択 培 地 の1eo

分 の1の 発 育 しか 示 さ な い と して い る。

E.coiiか ら耐 性 を 伝 達 され たV.ParahaemolyticusSs

よびV.alginolyticusの 耐 性 表 現 は,Donorと 同等の

高 度 耐 性 を 示 す 集 落 も少 数 認 め られ た が,大 多 数 の集落

はDonorよ りも か な り低 い 耐 性 で,特 にTCに 対 して

は 低 く,ま た集 落 の 違 い に よ る耐 性 表 現 の差 が 極 めて大

き か つ た。 こ の こ と は 吾 々S・4)のSh.flexneriか ら

Aeromonas,お よびNAGVibrioへ の 伝 達 実 験,お よ

びE.coliか らVibrioへ の 伝 達 実 験 の 成 績 と ほ とん ど

同 じで あ る。

先 回3)のSh.#exneriか らAeromonasお よびNAG

Vibrioへ の 伝 達 実 験 で は,TC選 択 集 落 の4.5%がTC

単 独 耐 性 で あつ た が,今 回 の 実 験 で はCPで 選 択 し,TC

に 感 受 性 の集 落 がT2106株 とT2164株 に20・0%出

現 した 。 これ と 同様 な こ とに つ い て は 渡 辺11}は ネ ズ ミチ

フ ス菌LT2の 導 入株 で,CPで 選 択 し た も のはCP,

SM,SAに 耐 性 で,TCに 感 受 牲,TCで 選 択 し た もの

は,他 の3剤 に感 受 性 で あ る こ とを 報 告 して い る。

伝 達 を うけ たV.ParahaemolytieUS,お よ びV.algi-

nolyticusか ら の 再 伝 達 実 験 は,耐 性 度 の 比較 的 高い

Donorか らのみSh、 ガexneriMZ株 だ け に 耐 性は 再債

達 され,そ の 耐 性 表 現 は 再 伝 達DQn。rの 耐 性 度 よ りも

高 く,1次 伝 達 のDonorと 同 等 の 耐 性 度 を 示 した。 肌

Parahaemolyticusお よ びV.alginolyticuε はSM,SA

に は 耐 性 で あ る た めTCとCPの 伝 達 よ り確 認 で きなか

つ た が,再 伝 達 され たSh,flexneriMZ株 でSMの 伝

達 もた しか め られ,R因 子 が 伝 達 さ れ た こ とは 確実 であ

る。

γibrio菌 体 内 のR因 子 は 不 安 定 で 継 代す る こ と に よ

つ て 急 速 に 自然 脱 落す る こ とは,KUWAHARA2)ら の報告。

お よび 吾iee3,4)のSh.ガexneriか らAeromonasお よび

NAGVibrioへ の 伝達 実験,お よびE.eeliか らVibrith

へ の 伝 達 実 験 で報 告 した が,今 回 の 実 験 で もそ れ とよく

一 致 し,3～5代 継 代 です べ て感 受 性 化 した 。

以 上 の こ とが らか ら,V・ParahaemolStieuslb'よ び 肌

alginolyticusも 腸 管 内 に お い てR因 子 を う け と る 可 能

性 は あ るが,そ の確 率は 極 め て低 い こ と,ま たV.Para一
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hdemolyticusお よ びV・alginolyticus菌 体 内 に お け る

耐性 因子 は不 安 定 で 急 速 に 感 受 性 化 す る こ と,さ らに

V.Parahaemolyticusは 人 か ら人 へ の 感 染 例 は 認 め られ

て いない こ と,な どか ら腸 内 細菌 の よ うに 安定 した 高 度

多剤 耐性 株 を生 ず る こ とは極 め て稀 で あ ろ う と推 定 され

る。

結 論

1)E.coli60-R4株,お よ びE・celi62-R4株 か ら

V'Pa「ahaemelyticusお よびV・alginolyticusへ のR因

子の接合 に よる 伝達 を確 認 した。

2)R因 子 の 伝 達 はDonorとRecipientの 組 合 せ に

よつ て 異 な り,γ.Parahaemelyticusで 存ま20株 の うち

Donorの 違 い に よつ て10～15%に,V.alginolyticus

では5株 の うち1株 に 伝達 さ れ た だ け で,伝 達 す る 確 率

は極め て低 い。

3)V.Parahaemolyticusお よびV・alginelyticusへ

の耐性伝 達 の頻 度,耐 性表 現 お よび 耐 性 因子 の 自然脱

落,さ らに 再 伝 達 され たSh.nexneriの 耐 性 表 現 耐 性

因子の 安定 性 等 は,KUWAHARAら の報 告,お よび先 回

のSh.nexneriお よびE.coliか らyibrioへ の伝 達 実

験 のそれ と よ く一 致 す る。
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 TRANSMISSION OF MULTIPLE DRUG-RESISTANCE FROM 

RESISTANT ESCHERICHIA  COLT TO SENSITIVE STRAINS OF 

          VIBRIO  PARAHAEMOLYTICUS

 HISAO ABE 

             Yokohama Quarantine Station, Yokohama, Japan 

             SACHIKO  GOTO and SHOGO KUWAHARA 

Department of Microbiology, Toho University School of Medicine, Tokyo, Japan

 It was already reported by KUWAHARA and his coworkers (1963) that the multiple drug-resistance of 
Shigella  fiexneri can be transmitted to sensitive strains of V.  cholerae and El Tor vibrio through con-
jugation, and that the recipients generally lost the transmitted resistance after repeated transfers on 

 drug-free nutrient media. Later, ABE et al. (1966) confirmed that such transmission process also take 

place between  Shigella or E. coil and NAG vibrio or Aeromonas. In Japan, there are many cases of 
food-poisoning due to  V.  parahaemolyticus, which are detected frequently in the near-sea water  of  Japan 
and South East Asia. Although none of the isolates of V.  parahaemolyticus are resistant to  chloramphe-
nicol and tetracycline, there may give rise to the possibility of the emergence of multiple-resistant 
strains. This report deals chiefly with the experimental results of the transmission of R factor from 
resistant E. coil to sensitive strains of V.  parahaemolyticus and V.  alginolyticus. 

 Two strains of multiple-resistant E.  coli (SA. SM. CM. TC) were chosen as the donors of R factor,
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and 20 strains of V. parahaemolyticus and 5 strains of V. alginolyticus were tested for their competence 
to serve as recipients of R factor. Using TCBS agar containing 5  mcg/ml of CM as selective plate. A 
few strains out of the test strains of V. parahaemolyticus were found competent recipient of R factor 
according to the donor used, and among 5 strains of V.  alginolyticus only one strain received R factor, 

 when the strain  60-11, was used as the donor. 
 Many of the recipient colonies of V. parahaemolyticus were resistant to CM and TC at the level of 

 5-10  mcg/ml, considerably lower than the resistances of the  donors  ; whereas recipient colonies of 
V. alginolyticus were highly resistant to CM, although TC resistance was generally low. 

 Retransmission from resistantized  vibrio to sensitive strains of E. coli, Shigella  flexneri or  Sal.  typhi 
were also accomplished, and the recipients were highly resistant to SM, CM and TC, quite same level 
as the original donor. 

 As in the cases of other species of Vibrio, resistantized V.  parahaemotyticus and V. alginolyticus lost 
their resistances after 3 successive transfers on drug-free nutrient agar.




